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農 学 部 :その他25.6%,鳥取23.1%,兵庫13.5%,大阪12.8%
医 学 部 :その他26.4%,鳥取25.0%,岡山12.5%,兵庫11.1%
という結果である。
第 1章 大学生の人生観・ 社会観・ 参加体験
1.人生観
まず,「興味・関心」(4つまで○)について,有効回答者数574人の内訳は,
「自分の職業・勉学」    43.9%(男37.0%,女60。甥 )
「自動車 。オー トバイ」   32.4%(男42.9%,女7.6%)
「音楽」          31.2%(男33 7 ,女25。1%)
「友人関係」        29.3%(男25。8%,女37.4%)
「スポーツ」        28.4%(男34.2%,女14.6%)
「異性」          27.7%(男34 5 ,女11.7%)
「娯楽・ レジャー」     27.4%(男29。3 ,女22.8%)
「技能・資格取得」     21.6%(男17.1%,女32.2%)























「勉強に打ち込んでいるときJ        15.1%(男2 9%,女20.1%)






















「世間の目・ うわさ」   0,1点(男  0.0,女  0.4)
「手相・占い。お告げ」 -0.5点(男 -0,7,女  0.1)
「因縁 。たたり・運命」 -0.5点(男 -0.6,女 -0.2)
「夢で見たこと」    -0。6点(男 -0.7,女 -0.4)
「大安・仏滅の風習」  -0。8点(男 -0.9,女 -0,7)







「当人同士の合意で十分」              37.6%(男4 .4%,女24.1%)
「どちらかといえば当人同士の合意が尊重されるべき」 55.3%(男50.6%,女67.1%)
「どちらともいえない」                 4.7%(男4.5%,女5.3%)
「どちらかといえば回りの意見が尊重されるべき」   1.6%(男1.0%,女2.9%)




「賛成」         4.0%(男5.1%,女1.8%)
「どちらかといえば賛成」 41.9%(男52.3%,女19.9%)
「どちらかといえば反対」 36.0%(男32.3%,女46.2%)





















「この制度はよい」   51.7%(男48.6%,女60.1%)



















「正しいことが通らない」    53.6%(男58.9%,女42.0%)
「学歴が重要視されすぎている」 53.3%(男52.8%,女54.5%)
「環境破壊に国民が無関心」   44.2%(男42.7%,女47.3%)
「まじめな者が報われない」   42.2%(男44.0%,女38.4%)
「社会福祉が不十分」      41.1%(男36.3%,女51.8%)
「組織の中の人間は,与えられた役割を機械的にしか果たすことができない」
31.1%(男31.9%,女29.5%)
「貧富の差があり過ぎる」    17.2%(男21.0%,女8.9%)
「若者の意見が反映されない」  16.7%(男19.8%,女9.8%)
「その他」          12.5%(男15.3 ,女6.3%)
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「今の日本ではI人権は十分守られている」   -0.2点(男-0.2,女-0.3)
「国・自治体は人権を守るために努力している」 -0.6点(男-0.7,女-0.4)


























































































































「加入」   51.7%(男49。2%,女60.5%)
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表8 小 。中・高校における地域活動経験(%)
(1993)

































「専門に関する勉強に取り組んでいる」      37.7%(男37.7%,女37.9%)
「アルバイトに精を出している」          30.7%(男28.2%,女36.7%)
「スポーツ系サークルの活動を熱心にやっている」 23.7%(男25.2%,女20.1%)
「自分の関心ある分野の勉強をしている」     22.6%(男22.7%,女22.5%)
「特に何もしていない」             14.6%(男15.2%,女13.0%)
「生きる目的が分からなく,悩んでいる」     10.2%(男10.5%,女9.5%)
「文化系サークルの活動を熱心にやっている」   9.8%(男8.0%,女14.2%)
「その他」                   6.3%(男6.2%,女6.5%)
「ボランティア活動を熱心にやっている」     1.4%(男0.5%,女3.6%)
「生協活動に関わっている」           1.1%(男5%,女0.0%)






「就職」      59.8%(男54.4%,女74.1%)
「まだ考えていない」 15.7%(男18.2%,女10.0%)
「その他」      1.6%(男1.7%,女1.2%)
という回答である。女性に就職が多いのは,女性の大半が教育学部(大学院がない)で,地元での教
師や公務員志望が多いためである。




「部落の起源などの歴史」    0.5点(男 0.4,女 0.9)
「過去の部落の実態」      0.1点(男-0.1,女 0.4)
「部落解放運動の歴史や現状」 -0。3点(男-0,3,女-0.0)
「現在の部落の実態」     -0.6点(男-0.7,女-0.1)
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表9 出身県と「同和認識スコア」との相関(%)
スコア











「小学校の授業」       67.8%(男65.6%,女73.1%)
「中学校の授業」       82.1%(男79.5%,女88。3%)
「高校の授業」        64,3%(男60.4 ,女73.7%)
「大学の授業」        9.0%(男5.9%,女16.4%)
















「学校の授業」という制度的なもの                :73.4%

























































































21.215.215,215.215,236.421 221.2 18.2 100.0
その他 33.316.716.733.333.366.716。7 16.7 33.3100.0









「視野が広がった」         20,7%(男20.6%,女20.8%)
「社会を見る目が変わった」      17.9%(男16.4%,女21.4%)
「深まりがなく退屈だった」     16.7%(男15.5%,女19.5%)
「押しつけがましく感じた」     15.6%(男1 .9%,女12.6%)
「自分には関係ない問題だと思った」  7.0%(男8.3%,女3.8%)
「その他」              3.8%(男4.8%,女1.3%)





「ぜひともやるべきだ」            21,9%(男23.9%,女18.8%)
「やらない方がいい」               9.2%(男9.1%,女10.0%)
「わからない」                  8.7%(男9。1%,女 2%)
「必要とは思わない」             3,7%(男5.1%,女0.6%)


















|      「特に何も感じなかった」       :「高スコア」 0.0%<「低スコア」10.2%




















ア 低スコア 中低スコア 中高スコア 局スコア 計
ぜひともやるべきだ 16.1 25.1 20.4 31.0 22.4
やるべきだが,進め方が問題 15.3 21.1 29.9 29.3 22.7






「映画」                  45.4%(男41.1%,女5.6 )
「新聞の記事」               40.5%(男37.6%,女47.3%)
「テレビ番組」               32.9%(男30.6%,女38.5%)
「書籍」                  32.6%(男33. %,女30.8 )
「地方自治体の広報紙」           16.2%(男3.3%,女23.1%)
「雑誌の記事」              13.7%(男12.0%,女17.8%)





「高スコア」2.8 > 「中高スコア」2.3 > 「中低スコア」2.0 > 「低スコア」1.1
で,明確にスコアが高くなるほど,多くの媒体と接触していることがわかる。




「エイズに関する問題」   44.7%(男44.4%,女45.3%)
「男女差別の問題」 37.3%(男31.2%,女51.8%)
「外国人労働者の問題」   28.7%(男31.2%,女22.9%)
「在日朝鮮人・韓国人問題」 26.8%(男26.4%,女27.6%)
「核兵器や平和の問題」   21.5%(男23.7%,女16.5%)




「日の丸・君が代問題」   17.3%(男19.2%,女12.9%)
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10)「10年前との同和問題の変化」では,スコアが高いほど「解決派」が多くなり,「高スコア」で
は6割近 くに達する。逆にスコアが低いほど「わからない」が増え,「低スコア」では51%である。
以上,「同和認識」には当然ながら「学習経験数」や「接触媒体数」の多さが関係し,またスコア
が高いほど,それまでの学習経験を肯定的に評価する傾向があるとともに,関心領域も多様化して
いるといえる。
ところで,「同和認識スコア」とはあまり相関しないものとして,「結婚相手が同和地区出身の人
だということがわかり,親や親戚が反対しているケース」についての設問と,「男は外,女は家庭」
の考えについての設問などがある。これらの問題については,認識レベルとはまた違ったレベルの
問題であるといえ,今後の検討課題でもある。
最後に,第1章と第2章の関係であるが,青年の意識を問う際に,性別,年齢,職業,結婚など
という属性のほかに,「学習」的側面,「参加」経験的側面,「評価」的側面の3側面が重要である渤。
ここでは,性別と「学習」的側面からみた学生の人権意識についてのみ考察したが,総合的に学生
及び青年の意識をとらえる枠組みについての検討をさらに進める必要がある。
(註〉
この点については,以下の拙論を参照したい。
「地域活性化と青年の役割に関する予備的考察」『鳥取大学教育学部研究報告 :教育科学』第34巻第2号。1992年。
「青年の地域意識と集団活動」『鳥取大学教育学部教育実践研究指導センター研究年報』第2号。1993年。
(1993年4月20日受理)
